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研究成果の概要（和文）：思春期主体価値の観点から人生行動を科学的にとらえる教科書を東京大学出版会より
出版した。他領域との連携としては、特に「共創言語進化」領域（岡ノ谷一夫領域代表）との連携をさらに強化
し、合同若手合宿を行うとともに、上記書籍において岡ノ谷が編者に加わった。さらに本研究で得られた成果を
もとに、心理・社会福祉領域の専門職教育のプログラムを開発・出版し、文部科学省・高度医療人材養成プログ
ラムとして社会還元に努めた。

研究成果の概要（英文）：We have published a textbook from the University of Tokyo Press that takes a
 scientific look at life action from the perspective of adolescent personalized values. As for 
collaboration with other fields, we further strengthened our collaboration with the "
Evo-linguistics" field (project leader: Dr. Kazuo Okanoya), holding a joint young researchers' camp 
(video conference), and Dr. Okanoya joined the editorship of the above book. Furthermore, we 
developed and published a program for professional education in the fields of psychology and social 
welfare based on the results of this research, and worked to return the results to society as part 
of the Advanced Medical Human Resource Development Program of the Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science and Technology.

研究分野：精神神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で得られた思春期の主体価値の形成の長期的人生行動における重要性という成果をもとに、心理・社会福
祉領域の専門職教育のプログラムを開発・出版し、文部科学省・高度医療人材養成プログラムとして社会還元に
努めた。また、障害のある人が医療従事者・医学研究者となり、医療・医学における共同創造を実現するため、
東京大学に医学のダイバーシティ教育研究センターをスタートさせるなどの社会・教育への還元の大きな成果を
挙げた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

本領域は、人間が人生の長期的生活行動をどのように選択し、個人のウェルビーイングや社会

の精神的豊かさを発展させるかという問題を、思春期から形成される主体価値 personalized 

value（＝一人ひとりの人生における長期的行動をその人らしく生じさせている個人内駆動因）

に注目して理解する、新しい学問分野創出を目指す。学際的諸研究分野を融合させ、主体価値の

形成発展過程・脳基盤を解明し、その充実に向けた思春期からの方策提起を目標とする。 

現代社会では、少子高齢化社会を支えるべき若者が活力や希望をもちにくく、無気力・引きこ

もりなど社会病理が深刻化している。また、それがさらに少子化を加速化させるという負の連鎖

も危惧される。このような喫緊の社会的課題を受けて、応募者（笠井）は、H23-27 の新学術領域

『精神機能の自己制御理解にもとづく思春期の人間形成支援学（略称：「自己制御精神領域」）』

で領域代表を務め、日本に総合人間科学としての思春期学を立ち上げ、これを格段に発展させる

べく、本領域の着想に至った。 

 

２．研究の目的 

本領域『脳・生活・人生の統合的理解にもとづく思春期からの主体価値発展学』は、ヒトが人

生の長期的行動をどのように自ら選択し、個人のウェルビーイングや社会の精神的豊かさを発

展させるかという問題を、思春期から形成される《主体価値》（personalized value）に注目し

て理解する新しい学問分野の創出を目指すものである。領域全体の研究方針の策定、班活動の企

画調整、連携研究の調整、研究評価、社会・国民への成果発信等の有機的・効率的マネジメント

のため、本総括班を組織する。 

 

３．研究の方法 



【総括班の構成】 

 代表者（笠井）が全体を統括し、領域評価委員会（外部委員）による研究評価・助言を得なが

ら活動を進める。総括班の連携協力研究者ら（主に各計画研究の代表者・分担研究者で構成）が、

アドバイザリーボードと委員会を構成し、領域を適切に運営する。 

【アドバイザリーボード】 

 アドバイザリーボードは、専門学術グループから構成され、諸分野間における領域内のコンセ

プト共有や、研究方法の統一を監督する。具体的なグループは、動物モデル、脳画像、シミュレ

ーション、情報工学、質的研究、心理行動介入研究、バイオマーカー、疫学・統計の 8つである。

各計画・公募研究において、デザイン・実験手法・解析方法などについての指導・助言・設備提

供・解析受託を通じて、領域の研究支援活動を効率的・効果的に行う。 

【委員会】 

 委員会はテーマ別グループから構成され、他研究領域との連携や、社会・国民への発信を主た

る目的とする。具体的なグループは、若手・女性研究者育成、データリソース共同利用、倫理検

討、パブリックリレーション、領域外連携の 5つである。例えば、若手・女性研究者育成員会は

若手研究者合宿等をコーディネートし、新しい学問領域を担う若手・女性研究者を育成する。領

域外連携は、異なる学問分野や研究領域との連携を図る。パブリックリレーションは、公開シン

ポジウムの開催等を通じて研究成果を社会や教育界などに発信する。 

また、アドバイザリーボードと委員会は互いに連携しながら、各計画研究・公募研究が円滑に進

行するよう、学術・研究体制の両面から支援活動を行う。また、社会国民への情報発信と対話を

行いつつ、社会からのフィードバックを研究体制に反映させていく。 

 

４．研究成果 

2016 年にスタートした本領域であるが、総括班によるマネジメントのもと、当初掲げた目標

に沿って順調に研究が進捗し、2018 年度に行われた中間評価においては A 評価を受けた。それ

らのコメントに沿って後半の二年間の研究を進めた。これらの成果を以下にまとめる。 

A01 においては、主体価値の神経回路基盤についてのマウス研究を柳下らが進めてきたが、そ

の成果を Nature 誌に発表することができた[1]。すなわち、ドーパミン D1受容体機能により汎

化された価値予測が、実際の報酬状況により価値記憶を精緻化（弁別）することに D2 受容体機

能が関与することが見出された。本研究は、人間の思春期発達過程における社会構造ストレスが

ドーパミン D2 受容体機能に負荷をかけ、思春期精神病理の発現につながるという、新たな精神

疾患病態仮説をもたらした。この仮説にもとづき、柳下らが基底核―前頭葉回路に関するさらな

る研究を進めており、画期的な成果につながることが期待される。 

B01 においては、これまで脳科学の対象となってこなかった、日常の生活習慣的行動に対して、

主体価値―基底生活行動―脳可塑性のスパイラルモデルという、独創的な仮説を設定して研究

をスタートさせたが、村井らのグループを中心に、MRI 計測と心理・行動計測を組み合わせた実

証的論文を続々と報告している。本研究により、生活習慣病や行動嗜癖などについての社会的、

医学的介入について新しい視座がもたらされるばかりでなく、今般の新型コロナウイルス感染

症などの人間の生活様式を根本的に変えてしまうような大きな社会変動のあとの人間のレジリ

エンス、回復を考えるための科学的基盤ともなっていくであろう。 

C01 においては、東京ティーンコホートが国際連携も含めて極めて順調に進んだ。西田、山崎、

川上が、それぞれ主体価値をテーマにして論文を次々に発表しており、personalized value の

構成概念を国際科学界に発信できた。もっとも画期的な成果は、山崎らによる英国 1946 年出生



コホートとの共同研究である[2]。山崎らは、思春期の時点で抱いていた「興味や好奇心を大切

にしたい」という価値意識（内発的動機）が強いと、高齢期の幸福感が高まり、「金銭や安定し

た地位を大切にしたい」という価値意識（外発的動機）が強いと、幸福感が低くなることを明ら

かにした。加えて、自己コントロール力が低く生きづらさを抱えやすい若者が、外発的動機が強

い場合は、高齢期の幸福感の指標である人生満足感が顕著に低くなることが分かった。本研究結

果から，若者に対して経済的な成功や安定を目指すように強調するよりも、自身の興味や好奇心

をはぐくむ教育環境を作っていくことが、活力ある超高齢化社会の実現に向けて重要な対策で

あると示唆された。本研究成果は，国際共同研究を通じて，2011-2015 新学術領域のテーマであ

った自己制御（self-regulation）と、本領域のメインテーマである思春期主体価値との相互関

係と、そのライフコース全般に渡る影響を示した画期的な成果である。 

D01 においては、精神疾患を含め様々な困難にともなう主体価値の不調からの回復の脳・心理

過程について、量的、質的な研究成果を挙げることができた。これらの成果を社会・教育に還元

する画期的な成果として、領域代表者の笠井は、2022 年度からの新指導要領の高校保健体育教

科書で、精神疾患、社会的包摂、思春期の発達の項を執筆し、領域で得られた思春期の脳とここ

ろの発達についての成果を盛り込むことができた[3]。 

X00 総括班においては、領域の成果をもとに、思春期主体価値の観点から人生行動を科学的に

とらえる教科書を 2020 年度中に東京大学出版会より出版することができた[4]。他領域との連

携としては、特に「共創言語進化」領域（岡ノ谷一夫領域代表）との連携をさらに強化し、2020

年度中に合同若手合宿を行うとともに、上記書籍において岡ノ谷が編者に加わった。さらに本研

究で得られた成果をもとに、心理・社会福祉領域の専門職教育のプログラムを開発・出版[5]し、

文部科学省・高度医療人材養成プログラムとして社会還元に努めた（2020 年度の本プログラム

中間評価は最高の S評価）。また、障害のある人が医療従事者・医学研究者となり、医療・医学

における共同創造を実現するため、東京大学に医学のダイバーシティ教育研究センターを 2021

年 4月からスタートさせるなどの社会・教育への還元の大きな成果を挙げた。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sawada K, Kanehara A, Eguchi S, Tada M, Satomura Y, Suga M, Koike S, Kasai K 印刷中
 １．著者名

10.1016/j.schres.2017.03.015

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Duration and frequency mismatch negativity shows no progressive reduction in early stages of
psychosis

Schizophrenia Research 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Koshiyama D, Kirihara K, Tada M, Nagai T, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K 印刷中
 １．著者名

10.1111/pcn.12460.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Eye movement as a biomarker of schizophrenia: using an integrated eye movement score.

Psychiatry Clin Neurosci 104-114

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Morita K, Miura K, Fujimoto M, Yamamori H, Yasuda Y, Iwase M, Kasai K, Hashimoto R. 71
 １．著者名



2016年

2016年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1016/S2215-0366(16)30373-X

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Strengthning community mental health services in Japan.

Lancet Psychiatry 268-270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kasai K, Ando S, Kanehara A, Kumakura Y, Kondo S, Fukuda M, Kawakami N, Higuchi T 4
 １．著者名

10.1038/s41537-017-0016-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Science of recovery in schizophrenia research: brain and psychological substrates of
personalized value

npj Schizophrenia 14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kasai K, Fukuda M 3
 １．著者名

10.1371/journal.pone.0163707

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The Association of Current Violence from Adult Family Members with Adolescent Bullying
Involvement and Suicidal Feelings

Plos One e0163707

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Fujikawa S, Ando S, Shimodera S, Koike S, Usami S, Toriyama R, Kanata S, Sasaki T, Kasai K,
Okazaki Y, Nishida A

11
 １．著者名

10.1016/j.neuroimage.2016.08.011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
"Detection of resting state functional connectivity using partial correlation analysis: A study
using multi-distance and whole-head probe near-infrared spectroscopy"

NeuroImage 590-601

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Sakakibara E, Homae F, Kawasaki S, Nishimura Y, Takizawa R, Koike S, Kinoshita A, Sakurada H,
Yamagishi M, Nishimura F, Yoshikawa A, Inai A, Nishioka M, Eriguchi Y, Matsuoka J, Satomura Y,
Okada N, Kakiuchi C, Araki T, Kan C, Umeda M, Shimazu A, Uga M, Dan I, Hashimoto H, Kawakami N,
Kasai K
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2017年

2016年

〔学会発表〕　計73件（うち招待講演　8件／うち国際学会　17件）

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第16回JANSセミナー（WEB）

第38回日本小児心身医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

笠井清登

笠井清登

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

新学術領域研究「自己制御精神」「思春期主体価値」の構想・申請・運営の実際

思春期の脳とこころ

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
リカバリーの意味とその科学

精神神経学雑誌 744-749

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
笠井 清登 118
 １．著者名

10.1097/HRP.0000000000000124

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mental health problems in a community after the Great East Japan Earthquake in 2011: a
systematic review

Harvard Review of Psychiatry 15-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ando S, Kuwabara H, Araki T, Kanehara A, Tanaka S, Morishima R, Kondo S, Kasai K 25
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第42回日本分子生物学会年会

第41回日本生物学的精神医学会

The 9th World Congree of Behavioral and Cognitive Therapies（国際学会）

Qualitative Methods Conference 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

藤井綾香、村田唯、金田渉、藤川慎也、池亀天平、仲地ゆたか、趙治磊、神出誠一郎、笠井清登、文東美紀、岩本和也

藤井綾香、金田渉、藤川慎也、村田唯、池亀天平、笠井清登、文東美紀、岩本和也

Takagaki T, Yokoyama S, Jinnin R, Mori A, Okamoto Y, Miyake Y, Okamoto Y

Nochi M

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

What are factors that affect the sustainable effect of behavioral activation: one year follow-up survey.

Understanding “Pre-narrative narratives”: Use of photographs to infer the individual’s lived experience.

コホート研究における唾液試料を用いたエピゲノム解析の有用性の検討

コホート研究での DNAメチル化解析における唾液試料の有用性



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心理臨床学会第38回大会（招待講演）

MAXQDA International Conference 2020.（国際学会）

AsCNP（国際学会）

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

 ３．学会等名

Ishijima T, Nochi M & Omi Y

Okada N, Yahata N, Koike S, Ando S, Nishida A, Kasai K

Fukuda M

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

能智正博

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

心理臨床をテーマに質的研究法を学ぶ

How are we getting pleasure from living with people with severe disabilities??ｼ哂n analysis of family members narratives on
their adolescence

Neurometabolic basis of subclinical psychotic experiences in early adolescents.

The collaborative team for the co-productive guidance: A co-productive development of a practical guidance for patient-
centered and life-oriented recovery of schizophrenia in Japan.

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

7th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

Okada N, Yahata N, Koike S, Ando S, Nishida A, Kasai K

Kanehara A, Koike H, Fujieda Y, Yajima S, Kabumoto A, Morita K, Kumakura Y, Kanata S, Nochi M, Kasai K

Kasai K, Kwon JS

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Morishima R, Yamasaki S, Ando S, Shimodera S, Ojio Y, Okazaki Y, Kasai K, Sasaki T, Nishida A

 ３．学会等名

Neurometabolic basis of subclinical psychotic experiences in early adolescents.

The concept and facilitators of personal recovery for mental health service users in Japan.

Personalized intervention in psychiatric disorders: bio-typing neuromodulation and response prediction.

Sleep duration and psychotic syomptons in adolescents: Findings from the population-based study.

7th BESETO International Psychiatry Conference（国際学会）



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

SCBR（Schizophrenia Clinical and Basic Research） FORUM 2020

東京都医学総合研究所2019年度第8回都民講座

Mental Health  Data Science Symposium

第115回日本精神神経学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

笠井清登

安藤俊太郎、西田淳志、山﨑修道、笠井清登

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名
笠井清登

Adolescent mental health（思春期精神保健）

児童思春期における微量なリチウム摂取とメンタルヘルス

発達精神病理学の視点から -From the viewpoint of developmental psychopathology

思春期：どう生きるかをなやみ、ためす時期

 １．発表者名
笠井清登

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

2019年度近未来医療フォーラム 第9回公開シンポジウム「人生100年時代、21世紀型社会を見据えたライフコースアプローチ」

名医に学ぶセミナー

 ２．発表標題

 ３．学会等名
ラジオ日経「小児科診療UP-to-DATE」

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

笠井清登

笠井清登

山崎修道、安藤俊太郎、遠藤香織、小池進介、長谷川眞理子、笠井清登、西田淳志

笠井清登

第14回日本統合失調症学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ライフコースにおける思春期・AYA世代の意義

人生行動科学としての精神医学

思春期発来前後での思春期精神病症状体験と自殺関連行動・抑うつ症状の関係～思春期出生コホートによるエビデンス

人はどう生きるかの科学：思春期の子どもを対象とする主体価値発展学の研究を通して

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

Koike S, Sakakibara E, Satomura Y, Sakurada H, Yamagishi M, Matsuoka J, Okada N, Kasai K

Murata Y, Bundo M, Ueda J, Ohnishi A, Kubota-Sakashita M, Ikegame T, Suhara T, Kasai K, Kato T, Iwamoto K

Okada N, Hashimoto R, Ozaki N, Kasai K

Araki T, Kirihara K, Koshiyama D, Nagai T, Tada M, Fujioka M, Usui K, Kasai K

WFSBP Asia Pacific Regional Congress of Biological Psychiatry（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The difference in brain activity of the prefrontal cortex between schizophrenia, bipolar disorder, and major depression.

Investigation of abnormal molecular pathways in LINE-1 regulation in the brain using embryonic poly(I:C) model mouse.

Circuits/physiology biomarkers based on RDoC.

Mismatch negativity in schizophrenia.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脳とこころの研究 第4回公開シンポジウム

脳とこころの研究 第4回公開シンポジウム

第22回日本精神保健・予防学会学術集会

 ３．学会等名

笠井清登

笹林大樹、高柳陽一郎、高橋努、小森祐子、片桐直之、佐久間篤、小原千佳、小池進介、中村美保子、古市厚志、木戸幹雄、西川祐美子、
野口京、山末英典、松本和紀、水野雅文、笠井清登、鈴木道雄

Kasai K

笠井清登

RIKEN CBS Summer Program 2018（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

閾値下精神病体験を認める思春期早期の児における脳皮質下体積の左右バランスの変化に関する検討．

ARMS群における大脳皮質厚の変化と機能的転帰との関連

Neuroimaging and neurophysiological investigations into schizophrenia.

思春期のこころの成長と不調からの回復．

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第48回日本神経精神薬理学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第22回日本精神保健・予防学会学術集会

多田真理子、小池進介、笠井清登

笠井清登

笠井清登

日高洋介、池亀天平、菅原裕子、清田恵美、笠井清登、石川智久、橋本衛、竹林実、文東美紀、岩本和也

第4回九州DPAフォーラム（招待講演）

第53回コンボ亭月例会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

今後の多施設共同研究における早期精神病の評価・診断のあり方．

人生行動科学にもとづく統合失調症の理解と支援

あなたの価値観を大切にする統合失調症の新しい理解と支援

5HTTLPRのハイスループットジェノタイピング法による新規多型の同定．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回Wakoワークショップ

第18回精神疾患と認知機能研究会．

第18回精神疾患と認知機能研究会

笠井清登

笹林大樹、高柳陽一郎、高橋努、小森祐子、西山志満子、片桐直之、佐久間篤、小原千佳、小池進介、山末英典、中村美保子、古市厚志、
木戸幹雄、西川祐美子、笠井清登、松本和紀、水野雅文、鈴木道雄．

藤岡真生、切原賢治、越山太輔、多田真理子、永井達哉、臼井香、小池進介、管心、荒木剛、笠井清登

Kasai K

The 40th Annual Meeting of Japanese Society of Biological Psychiatry

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

精神疾患のリバーストランスレーショナルリサーチ．

精神病発症危険群における脳回形成の変化と認知機能障害との関連．

ミスマッチ陰性電位は精神病ハイリスク者の寛解をよび認知機能を予測する．

Neurophysiological investigations into early psychosis using translatable brain markers.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ３．学会等名

Kunii N, Ishishita Y, Shimada S, Tada M, Kirihara K, Uka T, Kasai K, Saito N

Bundo M, Ueda J, Nishioka M, Kiyota E, Kasai K, Kato T, Iwamoto K

Kiyoto Kasai, Gregory A. Light

Koshiyama D, Kirihara K, Tada M, Nagai T, Fujioka M, Usui K, Koike S, Suga M, Araki T, Kasai K

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Human ECoG study on the lateral superior temporal gyrus: deviance detection versus adaptation.

Developing a method for detection of LINE-1 and its application to single brain cells.

Mismatch negativity as a translatable biomarker bridging a gap between animal model and human diseases.

MMN in human adolescence and in early psychosis.

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

Morita K, Miura K, Fujimoto M, Yamamori H, Yasuda Y, Kudo N, Azechi H, Okada N, Koshiyama D, Kawakami S, Morita S, Ikeda M,
Kasai K, Hashimoto R

Takamura T, Nakamura T, Yoshinaga K, Ogata Y, Ozaki N, Kasai K, Hashimoto R, Hanakawa T

Tada M, Kirihara K, Ishishita Y, Kunii N, Shimada S, Ibayashi K, Saito N, Uka T, Kasai K

Tanaka T, Nishimura F, Kakiuchi C, Kasai K, Kimura M, Haruno M

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Eye movement abnormalities and their association with cognitive impairments in schizophrenia.

Resting-state functional connectivity MRI classification of major depressive disorder in multi-site data.

Localization and characteristics of auditory steady-state response (ASSR) in the human electrocorticogram (ECoG).

nteractive effects of OXTR and GAD1 on envy-associated behaviors and neural responses.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 41st Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society,

第114回日本精神神経学会学術総会

日本小児科学会・第13回思春期医学臨床講習会（招待講演）

Zhao Z, Jinde S, Koike S,Yoshikawa A, Satomura Y, Bundo M, Iwamoto K, Kakiuchi C, Kasai K

澤田欣吾、榊原英輔、金原明子、小池春菜、藤枝由美子、管心、宮本有紀、福田正人、笠井清登

笠井清登

金原明子、熊倉陽介、笠井清登

第13回日本統合失調症学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Involvement of microRNAs in first-episode psychosis.

統合失調症患者に対する臺式簡易客観的精神指標（UBOM）の有用性についての検討

思春期・AYA世代支援の科学．

シンポジウム2：統合失調症はどこまで治るか　「リカバリーの視点から」

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

6th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

6th European Conference on Schizophrenia Research（国際学会）

第113回 日本精神神経学会学術総会（招待講演）

 ３．学会等名

Kumakura Y, Kanehara A, Kanata S, Natsukari I, Kondo S, Ichihashi K, Suga M, Miyamoto Y, Ikebuchi E, Fukuda M, Kasai K

笠井清登・金原明子・熊倉陽介

Kanehara A, Kumakura, Kanata, Fujieda Y , Koike H, Morita K, Yamaguchi S, Miyamoto Y, Nochi M, Fukuda M, Kasai K

A. Kanehara, Y. Kumakura, S. Kanata, Y. Fujieda, H. Koike, K. Morita, S. Yamaguchi, Y. Miyamoto, M. Nochi, M. Fukuda, K.
Kasai

6th BESETO（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Development of a question prompt sheet for schizophrenia: dissemination strategies to raise awareness of shared decision
making (SDM) in Japan

リカバリーをどのように共同創造できるのか　ー主体価値の視点からHow can we co-product personal recovery?  From the viewpoint
of personalized valueシンポジウム 28（ S28-3）統合失調症のリカバリーガイドライン―当事者との coproduction（共同創造）

Development of a framework of recovery for mental health service users in Japan

Development of a framework of recovery for mental health service users in Japan

 １．発表者名

 １．発表者名
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第12回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

藤枝由美子、石橋綾、矢島明佳、清水希実子、管心、金原明子、石浦朋子、宮本有紀、近藤伸介、笠井清登

土屋麻衣子、谷元子、金原明子、太田和佐、小池進介、笠井清登

太田和佐、谷元子、土屋麻衣子、金原明子、多田真理子、管心、小池進介、笠井清登

江口聡、管心、藤枝由美子、夏堀龍暢、山崎修道、笠井清登

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ピアスタッフ導入に向けての取り組み：A病院デイケアでのニーズ調査

「こころのリスク外来」メール受診相談におけるPRIME-Jスクリーニングの活用

テキストマイニング分析を用いた精神科医療機関への支援要請過程に関する調査

A病院におけるメタ認知訓練法の効果の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

清水希実子、塩原裕理、藤枝由美子、飯田美恵、金原明子、管心、芳賀信彦、笠井清登

坂井隆太郎、松本衣美、宮本有紀、小川亮、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、西大輔、山口創生、島津明人、近藤伸介、笠井清登

松本衣美、坂井隆太郎、宮本有紀、小川亮、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、西大輔、山口創生、島津明人、近藤伸介、笠井清登

宮本有紀、小川亮、坂井隆太郎、松本衣美、山田理絵、熊倉陽介、森田康子、千葉理恵、山口創生、西大輔、島津明人、近藤伸介、笠井清
登

第12回日本統合失調症学会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

東京大学医学部附属病院における精神障害者試験的雇用の実践報告

リカバリーを支援するプログラムについて：英国に置けるリカバリーカレッジ運営の実態から

英国リカバリーカレッジの効果について：文献レビュー

主体的参加によるリカバリー促進実践：英国リカバリーカレッジの提供する講座内容の分析

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

第12回日本統合失調症学会

 ３．学会等名

越山太輔、切原賢治、多田真理子、永井達哉、荒木剛、笠井清登

山崎修道、安藤俊太郎、小池進介、藤川慎也、金田渉、遠藤香織、森本裕子、宇佐美慧、長谷川眞理子、笠井清登、西田淳志

千葉理恵、宮本有紀、山口創生、西大輔、島津明人、近藤伸介、笠井清登

管心、西村幸香、川久保友紀、湯本真人、笠井清登

第12回日本統合失調症学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

精神病性障害の早期段階に置けるミスマッチ陰性電位の縦断研究

母体の妊娠早期糖尿病罹患と10歳児の精神病症状体験・抑うつの縦断的関連

精神保健サービスおよびサービスに関わる人のリカバリー志向性に関連する評価尺度：文献レビュー

統合失調症患者を対象に脳磁計を用いた単一課題中のduration/frequency MMNの測定

 １．発表者名

 １．発表者名
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2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第11回山口県統合失調症研究会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

次世代脳プロジェクト：冬のシンポジウム

笠井清登

笠井清登

安藤俊太郎、西田淳志、宇佐美慧、小池進介、山崎修道、金田渉、藤川慎也、 古川壽亮、長谷川眞理子、笠井清登

笠井清登

第49回精神神経系薬物治療研究報告会（招待講演）

第20回日本精神保健・予防学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

「新学術領域研究：思春期主体価値」紹介

統合失調症の病態解明へのアプローチ

思春期メンタルヘルスと援助希求

思春期主体価値学にもとづく統合失調症の理解と支援

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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〔図書〕　計7件
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224日本評論社
 ２．出版社

藤山直樹、津川律子、堀越 勝、池田暁史、笠井清登
 ４．発行年

 ５．総ページ数

精神療法トレーニングガイド

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 １．著者名

第38回日本生物学的精神医学会

第38回日本生物学的精神医学会

第38回日本生物学的精神医学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池亀天平、文東美紀、菅原裕子、小池進介、近藤健治、池田匡志、才田晴美、浅井竜朗、吉川茜、西村文親、河村代志也、垣内千尋、佐々
木司、石郷岡純、岩田仲生、加藤忠史、笠井清登、岩本和也

笹林大樹、高柳陽一郎、小池進介、山末英典、片桐直之、佐久間篤、中村美保子、高橋努、古市厚志、木戸幹雄、西川祐美子、松本和紀、
水野雅文、笠井清登、鈴木道雄

菅原裕子、文東美紀、池亀天平、近藤健治、池田匡志、岩田仲生、石郷岡純、笠井清登、加藤忠史、岩本和也

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

双極性障害および統合失調症患者末梢血で認められるSLC6A4プロモーターの高メチル化

At-risk mental stateにおける脳回の過形成

統合失調症と双極性障害におけるエピゲノム要因の共通性と特異性についての検討
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384
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東京大学出版会

岩崎学術出版社

精神看護出版

医歯薬出版

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

笠井　清登、岡ノ谷　一夫、能智　正博、福田　正人

藤山　直樹、笠井　清登、松木　邦裕、中村　紀子、中原　睦美、伊藤　絵美、村井　俊哉、熊谷　晋一
郎、熊倉　陽介

笠井清登

企画編集　笠井清登、宮本有紀、福田正人

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名

 ３．書名

人生行動科学としての思春期学

こころを使うということ

自分自身の健康と元気について主導権をにぎること：「WRAPをはじめる」

別冊医学のあゆみ・統合失調症UPDATE:脳・生活・人生の統合的理解にもとづく価値医学の最前線

 ３．書名

 ３．書名
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〔産業財産権〕

〔その他〕

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計4件

2019年～2019年

2018年～2018年

 開催年

 開催年

Personalized Value: Interdisciplinary Approach

International Symposium on Adolescent Health and Personalized Value

脳・生活・人生の統合的理解にもとづく思春期からの主体価値発展学 
http://value.umin.jp/ 
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 国際研究集会

診断と治療社
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現代書館

笠井清登、村井俊哉、三村將、岡本泰昌、近藤伸介、大島紀人（編）
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 １．著者名

 １．著者名
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精神科研修ノート第二版
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 ３．書名
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山田わか　生と愛の条件――ケアと暴力・産み育て・国家　【解説】個人の人生の物語から何が読みとれ
るか



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

社会構築主義の視点と臨床の現場――Vivien Burr教授をお招きして――

2017年～2017年

2018年～2018年

共同研究相手国 相手方研究機関

 国際研究集会

 国際研究集会

 開催年

 開催年

国際思春期科学ワークショップ・特別講演


